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金澤醤科大學精榊科

  （主任早尾教授）

ま ら リ

長

谷

あ感染卒
洋  政

野  亮

二就テ

隆

（昭和7年11月14日受附特別掲載）

緒言及ヒ液献

實験材料及ビ實験方法

實験成績

日   次

    四 繍摘及ビ考察

    五 縞  論

      引用交献

一 緒言及ビ文献

 麻痺性擬果ノまらりあ療法二際シテ，英感染率二就キゲルストマン氏ハ5．O乃至6．0％ノ不

感染率ラ見，更三氏ハまらりあ灰墨ノ世代テ重ヌルニ從ヒ不感染率ヲ増スト述ベタリ．ノン

ネ氏ハ5，0％，キルシュバウム民ハエO．0％ノ不感染率アリタルテ報告シ，服部氏ハ不感染率ハ

5．8％ニシテ，第一根極ハ28世代，第二根種ハ26世代以後不感染ラ見スト記述セリ．キルシ

出ナー及ビローン氏（Kirschmr㎜d Loon）ハ實験的研究二体リまらりあ冤疫ノ存在ゼルテ

主張セリ．吉佳氏ハ2棚中2例ノ不感染アリト述べ，まらりあ冤疫ノ存在セルラ主張ス．難

波氏ハ25代ノ移植間二感染カノ昇進叉ハ減弱テ認メズト記載ス．王丸氏ハ血液群型ノまらり

あ感染革二影響スルチ遊べ，皆見，小池爾氏ハ150例中4例ノ不感染率テ見，英原因八個人

性二俵ルモノニシテ所謂まらりあ抵抗質MaIariaresist㎝2ニテ説明スベ辛ナリト述プ．關

根比ハまらりあ原最感染ハ何等世代二關係ナキテ報告セリ．和田教授ハ第29回目本赫鰹學曾

総督特別講演ニテ接種まらりあノ不感染二絡ル際ニモ亦血液群型開係シ，殊二皮下接種ノ際

二歩シト述ペタリ．

 条等モ麻痺性癖呆ノまらりあ療法施行二際シテまらりあ原盤ノ感染革二關ジニ三検索セル

所アリクルテ以テ，此虜二報告セン｝ス．

二實験材料及ビ實験方法

 金揮轡科大學繍榊科及ビ私立松原病院入院患者昌シテ嚇痺性癖呆347例，早蛍性凝呆19例，躁病18例，

麟歓毒2例，瀕滴1例，鐙憂症3例会計390例（金部Zツ主主1と氏反魔陽性〕二就キ検索セリー

 まらりわ3日熱患者血液チ上鱒皮下文ハ正中静脈内二3蜻チ注射セサ注射前二血液中二ぶらすもサう

むノ存在セルチ確メタリ．曲皮下注射ノ際ニハ澁射針ヂ種々ノ方向二穿刺セリ。まらりあ感染ハ服部氏ノ

姉グ，悪感戦操ナキ際弔39度以上二髄温上昇シ，コレニ頼キナ定型的まらリあ謙譲作アサシ際昌於チコレ
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まらリあ感染革二就チ

チまら叩あ第1回請作トセリ．余響ノ使用セルバ皆まらりあ3日熱ニシ

テ第1世代ヨリ第33世代二至ル迄移植シ得タリ．

熱型ハ多グハ3日熱型テルモ数回駿作後二至リ毎日熱型二移行士ルモ

ノ，混合型叉ハ不正熱型ヲ星スルモノアリタリ．

熱型ノ百分率チ示セパ第1表ノ地シ．

三費験成績

第1表

353

熱型 大貫 百分率

三日熱 106 70－6

毎日型 工5 10．0

混合型 23 15．3

不定型 6 4．0

まらりあ感染セルモノ，感染セザルモノ及ピ結果不明テ表示スレバ第2表ノ如シー

   第2表    第3表  印チまらりあ感染率ハ3工7

人員一 ％

検萱総人員 420

感  染 150 35．7

不感染 240 57．1

艦果不明 30 7．1

人員 百分率

感 染

s感染

150

Q40

384

U1．5

許 390

％ニシテ，不感染57」％，藩

中退院英他二体リ結果ラ知ル

能ハザルモノ7．1％ナリ．

 結果不明テ除ク感染率及ビ

不感染率テ表示スルニ第3表

ノ知シ．

 勘チ検査人員ハ390名ニシ

テ感染率38！％，不感染革61．5％ナリ．

結果不明チ除ク検査人員ノ血液型テ観ルニ第4表ノ如シ．

               第   4  表

楡萱人員 ○型
i％） A型 B型 AB型 人種系敷

男女 322

U8

30．7

R＆2

28，2

S5．5

22，0

P1．7

18．9

S．4

1ユ5

R09

計 390 ．3ZO 31．2 2α2 1σ4 1．30

異型敏議
ｸ榊榔経疾患

145

P497

1τ7

Q8－7

4α0

R7．8

25，5

Q1．0

165

?Q，0

1，34

P．50

 条等ノ精解々経疾患ノ血液群型トチ比較スルニAB型及ピO型少シク大，A型少シク小ニ

シテ，B型殆ンドー致シ，人種系藪ハ少シク小ナリ．

 異型徽毒ノ血液群型トラ較プレバO型大ニシテ，A型及ビ丑型小，AB型ハ金クー致シ，人

種系数モ殆ンド相一致ス．

 感染並二不感染ト血液型トノ關係テ観ルニ第5表ノ如シ．

 感染率ト血液群型テ見ルニA型最モ大ニシテ，0型B型ノ順ニシテ，AB型最モ小ナリ．

 不感染率ト血液群型二於テハ0型最モ大ニシテA1型B型之二亜ギ，AB型最モ小ナリ．

 耐シテ検査人員血液型トチ比較スルニ其菱蓬ダ小ニシテ，殆ンド相一致セリ．印チ血液型

                  〔閲3】
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第   5  表

不 感 染

感    楽

人 員

240

エ50

○型
（％）

32，5

31．3

A型

30，8

32．O

・型
v・・型1

20－8

19．3

15，8

17．3

人種系蚊

1．2

1，3

トハ何等關係ナシ．

 感染及ビ不感染二就キ男女間二差異アリヤ否ヤラ検スルニ集6表ノ如ク，全ク差テ認メ

ス．

 異型徽毒患者及ビ異型徽毒以外ノ恵者ノ感染率テ比較スルニ第7表ノ如ク，

第 6 表

性

男

女

第 7 表

人員1感鱗1

322

68

38，5

38．2

不感
染革

61，4

61．7

疾   病

異型徴轟
異型徽青二

非ルモノ

人員

347

43

感染革

39，1

32．5

不感
染率

60，8

67．4

 異型徽青二在リテハ殆ンドまらりあ縄感染率二一致シ，異型徽毒以外ノ患者ニアリテハ感

染率下降シ，不感染率大ナリ．

 年齢ト感染率トノ關係テ検スルニ第8表ノ如シ．

                   年齢ハ40歳以下，41歳ヨリ50歳迄，51歳以上
      第 8 表

人員
感染 不感染

％ ％

40歳以下 59 40．6 59．3

41歳ヨリ50歳迄 165 4ユ6 56－3

51蟻以上 166 32．5 67．4

第 g 表

皮下注射

静脈内注射

人員

315

75

感染
人員

100

50

％

31．7

6616

トノ3詔幸二分チリ．

 4峨ヨリ50歳迄ノ年齢二感染率最モ大キク，

5峻以上二最モ小ナリ．40歳以下ハ纏感染率二

比シ少シク大ナリ．

 まらりあ血液ノ皮下接種及ビ静脈内接種ノ際

ノ差異テ観ルニ第9表ノ如シ．

 皮下接種ト静脈内接種トニ於ケル感染率ニハ

大菱アリ．皮下接種ニテハ31．7％ニシテ，静脈

内接種二社リテハ66．6％畠ロチ皮下接種ノ2．一倍ナ

リ．

 まらりあ世代ト共感染率テ細別表示スレバ第

10表ノ如シーまらりあハ第I世代ヨリ第33世代

迄引絞ヰ同根種二就キ観察セルモノナリ．

 検査人員5名以上ノモノニ就キ観ルニ，第工6世代二感染率最毛大ニシテ第29世代，第19世

代，第5世代，第21世代，第30世代，第23世代，第18世代，第8世代，第7世代，第2植代，

                 【捌】
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第  1 0 表

世 代 敏萱人員 感染大貫 感染筆 世 代
検萱大貴1感染人員

感染筆

ユ 18 4 22．2 18 8 4 50．O

2 8 4 50．0 i9 7 4 57，1

3 18 6 33．3 20 5 2 40．O

4 23 7 30．4 21 11 6 54．5

5 21 12 57．1 22 19 6 31．5

6 17 3 17．6 23 17 9 52．9

7 6 3 50．O 24 5 2 40．0

8 1O 5 50．0 25 5 2 40．O

9 12 4 33．3 26 7 3 42．8

1O 11 4 36，3 27 5 1 20．O

11 17 8 47．0 28 11 2 18．1

12 22 7 31．8 29 6 4 66．6

13 15 2 13．3 30 11 6 54．5

14 1O 3 30．O 31 12 4 33．3

15 19 8 42．工 32 1 1 ユ00．0

16 6 6 IO〇一0 33 13 O 0

17 14 6 42．8

第1I世代・第26世代・第17世代・第15世代，

第25世代，第24世代，第20世代ノ順二減少

シ，第33世代二至リ蓬二合ク消失セリ．各

世代間二特別ナル關係アルラ見ズ．

 更二第1世代ヨリ第5世代迄，第6世代

ヨリ第10世代迄等5世代宛テ合セ観察スル

ニ第11表ノ如シ．

 第16世代ヨリ第20世代ノ間二最モ感染率

大ニシテ亜デ第2i世代ヨリ第25世代，第26．

稚代ヨリ第30世代，第1世代ヨリ第5世

代，第6世代ヨリ第10世代ノ順二減退シ，

第31世代以後二感染率最モ小ナリ．

 男女相互間二於ケル感染率ハ第12表ノ如シ．

第 一1表

世 代 検査人員 感染人員1鱗

1→5 88 33 3孔5

6→lO 56 19 33．9

11→15 83 28 33．7

16→20 40 22 550

21→25 57 27 4τ3

26→30 40 16 4αO

31以上 26 5 192

計 390 150 38－4

女ヨリ女へまらりあ原盤接種セル際二感染率最そ…大ニシテ，：男ヨリ男二接種セルモノコレ

ニ亜ギ，男ヨリ女r接種セルモノ感染率最モ小ナリ．

血液型適合音及ピI非適合者間二於クル感染率ハ第13表ノ如シ．
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第  1 2 ．表

血液型

A

0

計

A

11斗
。

計

検萱
大貴

16

12

3

8

39

26

6

3

23

58

感染
人員

15

10

3

1

7

21

感染率

37，5

33，3

66，6

37．5

38．4

38，4

50，0

33，3

30．4

36．2

血液型

A

11小
    O

計

A

：外
    O

許

験引
人員1

75

59

58

91

279

5

2

0

3

10

笑奮1

29

21

23

36

ユ09

3

1

0

1

5

感染革

38，6

35，6

39，6

39．5

39．O

60，0

50．0

0

33．3

50．0

第  1 3 表

血液型

A

外    0
計

A

剛二
    0

計

檎萱
人員

35

27

17

32

111

21

15

13

43

・・ P

感染
人貴

14

7

5

9

34

10

7

6

20

42

感染革

40，0

25，9

29，4

28．1

30．6

47，6

46，6

46，1

46，5

45．1

血液型

A

外0

許

A

剛二
0

計

検査
人員

感染
大貫

27

15

17

21

11

6

19

5

80 31

39

22

17

29

…1

ユ3

9

6

13

40

感染率

40，7

40，0

52，9

23．8

38，7

33，3

40，9

35，2

44．8

37．3

○型ヨリ冬型へ接種セルモノヲ観ルニ，其感染革最モ大ニシテ，其内ニテモO型ヨリA型

へ接種セルモノ大キク。0型ヨリB型二接種セルモノ之二重ギ，O型ヨリAB型二接種セルモ

ノ最モ小テルモ英差甚ダ僅小ナリ．

A型ヨリ冬型へ接種セルモノテ槍スルニ，A型ヨリA型へ接種セルモ！感染率最モ大ニシ

テ，A型ヨリB型へ接種セルモノ最そ…小ニシテ，英差可ナリ大ナリ．

              【眼リ



まらリあ感染革．昌就テ 曲7

遍型ヨリ冬型へ接種セルモノハ，AE型へ接種セルモノ最モ大ニシテ，遍型ハA型ヨリ俊二

小，0型最そ…小ナリ．

AB型ヨリ冬型へ接種ヤルモノニ於テハ，

リ．

0型最モ大ニシテB型之二重ギ，A型最モ小ナ

四 縄括及ビ考察

 検査人員糠藪420名ナリシモ，内退院共他二俵リ結果不明ノモノ30名アリ．實験成績ニハ

凡ベテ此結果不明ノ30名テ除去セリ．

 Lまらりあ感染率ハ384％ニシテ諸家ノ報告二比シ甚グシク小ナリ．ゲルストマン氏ハ

5．O乃至6．O％，服部氏ハ5．8％，關根比ハ8．3％，ノンネ氏ハ5．0％，キルシュバウム氏ハI0，0％

ノ陰性率（不感染率）テ報告シ，王丸氏ハ陰性二絡ルモノハ産ダ稀ナリト遊ベタリ．

 北陸地方ニハ蚊類多ク，殊二あのふゑれす多ク，幼時ヨリまらりあ3日熱ラ感染セルモノ

多シ．爲メニまらりあ二対スル所謂皆見，小池氏等ノ抵抗質ラ増シ，或ハキルシニナー並二

回□ン氏及ビ吉佳比等ノ主張セルガ如クまらりあ冤疫二俵ルモノナルヤ毛計ラ1ノ天狗コレ

ニ動シテハ充分攻究ノ上ナラデハ今ニハヵ二断定スベキニ非スー

 服部氏二体レハまらりあ原墨接種後寒気二曝露サレタル際ニハ往々陰性二絡ル事アリト述

ベタリ．此艶モ充分考慮スベヰナリ．

 2・感染率及ビ不感染率ト血液群型トノ關係ラ観ルニ感染率二於テハA型最大，0型B型ノ

順二漸次減少シ，AB型二於テ最モ小ナリ．

 不感染率二於テハO型最モ大キクA型週型ノ順二綾辛，AB型最モ小ナリ．然レドモ検査人

員血液群型二比スレバ其塞甚ダ小ニシテ殆ンド相一致セリ．釦チ何レノ血液群型二感染率埼

滅セリト素フチ得ズ．

 3．性ト感染率二就テハ葉間殆ンド認ムヘキモノナシ．

 4．異型徽毒ト他疾患トノ關係二於テハ，異型徽青二感染率多少大ニシテ，異型鐵青二非

ザルモノハ感染率小ニシテ不感染率大ナリ．副チ異型徴毒患者ハ多少まらりあ二感染シ易

シ．

 5．年齢ト感染率41歳ヨリ50歳迄ハ感染革最モ大ニシテ，40歳以下ノモノコレニ亜ギ，51

歳以上二於テハ感染率最モ小ナリ．副チ51歳以上二至レハ感染シ難ク，41族ヨリ50歳迄ハ最

モまらりあ二感染シ易シ．

 6．皮下接種ト静脈内接種テ比較スルニ，静脈内接種セノレモノニ於テハ感染率大ニシテ皮

下接種ノ2」倍ナリ．和田氏ハ皮下接種二於テ感染率小ナリト述べ，關根氏ハ皮下接種ノ際

往々陰性テ示ス事アリト報告セルバ余ノ賢験．二一致スル所ナリ．

 7．まらりあ原最ノ世代ト感染率二就テ．

 第16世代ヨリ第20世代二至ル間ハ感染率最モ大ニシテ，第21世代ヨリ．第25世代コレニ亜

ギ，第31世代以降二至リ感染率減少セリ．

                  【醐】
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 難波氏八世代二体リ感染カノ増減テ認メズト遊べ，厘蹄海氏ハ第一根種ハ第28世代，第二根

種ハ第26世代以後二不感染テ見スト述べ，ゲルストマ∠氏八世代テ重ヌルニ從ヒ陰性率増加

スト報告シ，開根比及ビ王丸氏八世代ハ感染率ニハ關係ナシ｝セリ．条等ノ實験二於デモ難

波氏ノ言ノ如ク世代ト感染率トノ間ニハ何等特別ノ開係アルモノトハ認メ難シ．

 8．感染率ト男女相互間ノ關係二就キナ．

 女ヨリ女二接種セル際ニハ感染率最モ大ニシテ纏感染革二比シ甚ダ大ナリ．男ヨリ男二接

種セル平ノ之二亜ギ，＝男ヨリ女二接種セル際ニハ感染率最モ小テルモ穂感染率二比シ少シク

小ナルノミナリ．産ロチ同性間二於テハ感染革犬ナリ．

 9．血液群型ノ適合及ビ非適合ト感染率二就キナ．

 血液群型適合者間二於テハ感染革ノ大テルモノアルモ，反射二小サルモノアリ．副チ血液

群型ノ適合及ビ非適合二体リ感染率ノ多少影響サル・モノアルモ著明ナラズ．只此慶二面白

ヰハO型ヨリ接種セルモノハ感染奉最モ大ナル馳ナリ．和田氏ハ血液群型適合者間二於テハ

感染率大ニシテ，非適合者間二於テハ反動ナリト述べ，王丸氏ハ血液群型適合者間二於テハ

非適合者間二於クルヨリモ陰性率小ナリト記載シ，条等ノ成績ト異ル所アリ．

五 結   論

 1．検1査総人員ハ420名ナリ．

2．圭らりあ感染革ハ38．4名，不感染率6I．5％ナリ．

3まらりあ感染率ト血液群型ノ間ニハ特別ノ閥係ハ認メ難シ．

4．皮下接種ト識派内接種ニハ大ナル差アリ，識派内接種ハ皮下接種二比シ感染率大ニシ

テ約2．喉ナリ．

5一まらりあ原轟世代ト感染率トノ間ニハー定ノ關係テ認メ又

6一血液型ノ適合成ハ非適合ニヨリ感染率ハ嬢リ影響サ1ノス．

7．同性間接種ハ異性間接種二比シ感染率少シク大ナリ．

終リニ恩師早尾教授ノ指導並二校閲二対シ深謝ス．
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